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一
、
は
じ
め
に

　

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
所
蔵
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
は
、
山
内
家
に
伝
来

の
絵
巻
で
あ
る
（
以
下
、
山
内
本
と
す
る
）。
ま
ず
書
誌
を
記
し
て
お
こ
う
。

［
請
求
記
号
］
二
一
九　
［
形
態
・
数
量
］
絵
巻
・
三
巻
三
軸

［
外
題
］
後
三
年
合
戦
絵
図
（
直
書
）　
［
内
題
］
な
し

［
表
紙
］
後
表
紙
、
白
地
、
無
紋　
［
見
返
し
］
白
地
、
無
紋　
［
料
紙
］
楮
紙

［
寸
法
］
上
巻
・
縦
四
五
・
〇
×
全
長
一
六
八
七
・
九
、
表
紙
二
六
・
六
、
軸
付
紙

四
二
・
八
糎
、
中
巻
・
縦
四
五
・
二
×
全
長
一
五
三
五
・
八
、
表
紙
二
六
・
八
、
軸
付

紙
二
〇
・
〇
糎
、
下
巻
・
縦
四
五
・
一
×
全
長
一
六
五
二
・
四
、
表
紙
二
七
・
〇
、
軸

付
紙
一
八
・
四
糎　
［
用
字
］
漢
字
・
平
仮
名

［
絵
］
上
巻
・
淡
彩
画
・
全
五
図
、
中
巻
・
淡
彩
画
・
全
五
図
、
下
巻
・
淡
彩
画
・

全
五
図　
［
書
写
年
次
］
安
永
四
年

［
書
写
者
］
詞
＝
伊
勢
貞
丈
か
、
絵
＝
安
藤
吉
次
郎
定
凞
（
司
馬
江
漢
？
）

［
奥
書
・
識
語
］
後
掲　
［
備
考
］
箱
題
（
中
央
）「
奥
州
後
三
年
合
戦
絵
巻　

三
巻
」、

箱
裏
書
入
「
天
保
八
年
丁
酉
三
月
五
日
出
来
」。
裏
書
、
上
・
中
・
下
巻
と
も
、

小
谷
守
本
に
よ
る
朱
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
（
後
掲
）。
中
巻
・
下
巻
に
痛
み
、
下

巻
に
糊
剥
が
れ
、
分
断
あ
り
。

　

痛
み
が
激
し
い
が
、
上
・
中
・
下
巻
、
三
巻
三
軸
揃
っ
て
い
る
。
絵
巻
の
縦
の
長

さ
が
四
十
五
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
き
な
装
丁
で
あ
り
、
特
別
な
絵
巻
で
あ
る
こ
と
は

一
目
見
て
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
の
絵
巻
に
つ
い
て
、
東
京
国
立
博
物
館
に
、
も
と
池
田
家

の
至
宝
で
あ
っ
た
絵
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
重
要
文
化
財
、『
日
本
絵
巻
大
成
』

15
所
収
、
以
下
、
東
博
本
）、
そ
の
模
写
本
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
楊
暁
捷
は
、「
絵

巻
の
構
図
や
表
現
の
意
図
、
そ
し
て
失
わ
れ
た
輪
郭
や
色
彩
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と

い
う
、
古
典
の
絵
の
注
釈
と
い
う
基
礎
作
業
に
お
い
て
、
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
」

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
所
蔵
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
め
ぐ
っ
て

目
　
黒
　
将
　
史

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

�

後
三
年
合
戦
絵
巻
・
土
佐
藩
・
山
内
家
・
小
谷
守
本
・
伊
勢
貞
丈
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と
し
、
模
写
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
る（
１
）。

模
写
本
を
読
み
返
す
こ
と
で
、

原
典
で
あ
る
絵
巻
の
解
釈
も
深
ま
り
、
読
み
の
可
能
性
が
追
求
で
き
る
と
す
る
の
で

あ
る
。

　

山
内
本
は
土
佐
藩
士
の
小お

谷た
に

守も
り

本も
と

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
模
写
絵
巻
で

あ
る
。
そ
の
伝
来
を
伺
う
と
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
が
、
い
か
に
武
家
の
知
識
と
し

て
重
要
だ
っ
た
の
か
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
内
本
か
ら
は
、
こ
の
絵
巻
が
い

か
に
実
際
に
手
に
と
っ
て
読
ま
れ
た
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
模
写
本
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く
、
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
向
き
合
う
価
値
の
あ
る
絵
巻
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
山
内
本
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
手
が
か
り
に
、
武
家
知
識
と
し
て
の
絵
巻

利
用
、
合
戦
絵
巻
享
受
の
一
様
相
を
垣
間
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　

二
、
山
内
本
の
奥
書
・
識
語
を
め
ぐ
っ
て

　

以
下
に
奥
書
・
識
語
を
ま
と
め
た
。
便
宜
上
、［
奥
書
・
識
語
１
～
５
］
に
分
け
た
。

［
奥
書
・
識
語
１
］
を
除
き
、
す
べ
て
下
巻
末
尾
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

［
奥
書
・
識
語
１
］（
本
奥
書
、
東
博
本
の
奥
書
）

　

〈
上
巻
〉
詞　

文
殿
寄
人　

仲
直

　

〈
中
巻
〉
詞　

左
少
将　

保
脩

　

〈
下
巻
〉
詞
従
三
位
行
忠
卿

　
　
　
　
　

画
工
飛
騨
守
惟
久

［
奥
書
・
識
語
２
］（
も
と
書
き
入
れ
、
東
博
本
修
理
由
来
書
）

　

右
後
三
年
軍
記
書
画
三
巻
者
播
磨
宰
相　
〈
輝
政
卿
〉
／
北
方
〈
源
普
宇
子
東
照

神
君
之
／
御
女
号
良
正
院
〉
之
所
持
而
被
家
奕
世
之
珍
蔵
也
／
玄
孫
右
衛
門
督
吉
明

朝
臣
恐
其
久
而
破
壊
也
今
茲
元
／
禄
十
四
年
辛
巳
冬
十
月
就
京
師
而
修
補
焉
有
故
許

供
／
天
覧
聖
感
不
尠
寔
可
謂
希
世
之
勝
宝
矣
修
補
功
成
請
于
／
余
欲
録
其
事
以
遺
後

裔
余
不
獲
辞
遂
書
以
贈
之

　

元
禄
十
四
年
辛
巳
冬
十
月
下
旬
／
特
進
藤
基
時
誌

［
奥
書
・
識
語
３
］（
本
奥
書
、
伊
勢
貞
丈
所
蔵
本
の
奥
書
）

　

右
後
三
年
軍
記
乃
書
画
者
新
井
筑
後
守
源
君
美
乃
蔵
本
を
其
／
嫡
孫
源
邦
孝
に
乞

ひ
借
り
又
別
に
善
本
を
得
て
校
合
し
安
藤
定
凞
を
／
頼
み
て
模
写
し
ぬ
按
す
る
に
東

鑑
に
承
元
四
年
十
一
月
廿
三
日
丁
未
奥
州
／
十
二
年
合
戦
絵
自
京
都
被
召
下
之
今
日

御
覧
仲
業
依
仰
読
申
之
と
見
／
え
た
り
是
鎌
倉
実
朝
公
の
代
也
此
巻
物
は
即
其
時
の

物
也
後
三
年
記
を
見
／
る
に
武
衡
は
国
司
追
か
へ
さ
れ
に
け
り
と
聞
て
と
い
ふ
前
に

軍
の
お
こ
り
を
戴
勢
／
た
り
然
れ
は
此
巻
物
右
は
五
六
巻
は
か
り
も
あ
り
し
成
へ
し

今
は
た
ゝ
此
三
巻
／
の
み
残
り
伝
れ
り

　
　

安
永
三
年
甲
午
二
月
廿
七
日　

江
府
扈
従
隊
士
伊
勢
平
蔵
貞
丈
書

［
奥
書
・
識
語
４
］（
山
内
本
奥
書
）

　

い
に
し
へ
本
朝
軍
器
考
〈
新
井
白
石
／
先
生
之
撰
〉
を
よ
み
し
に
惟
久
か
画
る
る

／
後
三
年
合
戦
絵
と
い
ふ
事
を
所
々
引
用
せ
ら
れ
し
を
見
て
此
巻
の
／
世
に
在
る
事

を
知
れ
り
明
和
四
年
の
春
田
沼
殿
の
老
臣
深
谷
か
所
蔵
を
初
て
／
見
る
事
あ
り
大
巻
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に
て
微
力
の
不
及
事
と
思
ひ
し
か
と
も
年
月
を
／
亘
る
に
付
て
心
に
掛
り
し
か
去
春

江
戸
に
下
り　

伊
勢
家
に
参
り
／
室
町
家
の
礼
法
を
学
ひ
し
い
と
ま
に
弓
馬
の
故
実

物
の
具
の
古
風
を
尋
ね
／
問
ひ
し
に
ふ
る
き
事
を
さ
く
ら
ん
に
は
か
ゝ
る
物
に
は
し

か
し
と
此
三
巻
を
見
せ
／
給
へ
り
再
三
く
り
返
し
見
る
に
画
伝
え
し
所
感
す
る
に
あ

ま
り
／
有
古
画
の
絵
軸
世
に
多
し
と
い
へ
と
も
か
く
伝
来
正
し
き
物
あ
る
べ
／
き
と

も
覚
え
す
よ
り
て
か
の
本
を
か
り
乞
ふ
て
写
さ
ん
と
す
れ
と
／
画
図
筆
力
不
叶
と
や

か
く
と
月
日
を
お
く
り
け
る
に
幸
に
安
藤
吉
次
郎
／
定
凞
主
に
進
参
ら
せ
ふ
か
く
頼

み
て
つ
ゐ
に
模
写
す
る
事
を
得
た
り
／
貞
丈
君
志
の
せ
つ
な
る
を
め
て
三
の
巻
の
詞

箱
の
銘
ま
て
さ
ゝ
や
か
に
／
書
う
つ
し
て
下
さ
れ
ぬ
其
恩
頼
ふ
か
き
事
筆
に
尽
く
し

か
／
た
し
永
久
に
伝
へ
〳
〵
て
ゆ
る
か
せ
に
す
る
こ
と
な
か
れ
年
来
の
宿
／
望
達
し

ぬ
る
あ
ら
ま
し
を
書
付
て
巻
の
末
に
附
し
ぬ

　
　

安
永
四
年
乙
未
年
七
月
十
三
日　

土
州
所
士
小
谷
左
近
助
橘
守
本
書

［
奥
書
・
識
語
５
］（
山
内
本
書
き
入
れ
）

　

付
而
云
此
巻
詞
書
を
／
先
々
師
の
写
下
さ
れ
し
は
お
の
れ
を
愛
し
給
ふ
の
あ
ま
り

な
れ
は
巻
の
／
表
装
あ
や
な
す
へ
き
こ
と
な
れ
と
其
比
は
何
く
れ
心
に
ま
か
せ
す
力

な
く
紙
の
／
袖
取
つ
け
置
る
る
か
写
せ
し
年
こ
と
は
や
四
十
四
年
の
昔
に
成
ぬ
れ
は

そ
こ
〳
〵
そ
こ
／
ね
し
に
よ
り
此
春
の
す
さ
み
に
外
箱
作
ら
せ
み
つ
か
ら
此
そ
て
こ

し
ら
へ
ぬ
／
此
き
れ
恐
れ
み
と
／
御
免
候
て
御
代
君
の
一
反
の
御
羽
お
り
の
は
て
な

り
て
明
四
展
と
し
御
あ
か
付
を
／
世
子
君
え
進
ら
せ
ら
れ
召
ふ
る
し
を
お
の
れ
に
賜

は
り
ぬ
／
御
二
代
の
御
垢
沢
蝉
の
羽
ノ
こ
と
き
物
数
奇
屋
縮
と
て
其
比
京
に
て
掛
初

し
ら
き
物
也
／
年
ふ
り
や
ふ
れ
そ
こ
ね
し
を
ひ
つ
の
そ
こ
よ
り
取
出
て
か
く
は
な
せ

し
処
也
又
／
去
年
の
冬
故
あ
り
て
外
題
を
／
油
小
路
少
将
隆
道
朝
臣
に
乞
奉
り
巻
の

光
り
を
か
ゝ
や
か
す
便
り
と
す
是
偏
に
／
君
父
師
の
恩
頼
を
い
さ
ゝ
か
奉
報
一
端
な

ら
ん
か
も
時
そ
文
政
二
卯
年
三
月
九
日
／
を
の
禿
筆
を
け
か
し
畢　

守
本
〔
花
押
〕

　
［
奥
書
・
識
語
１
］［
奥
書
・
識
語
２
］
は
、
東
博
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
東
博
本
［
奥
書
・
識
語
１
］〈
上
巻
〉
の
奥
書
は
、「
詞　

仲
直
朝
臣
」
で

あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
［
奥
書
・
識
語
３
］
は
、山
内
本
の
親
本
で
あ
る
伊
勢
貞
丈
所
蔵
本
（
以
下
、伊
勢
本
）

の
奥
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）、
新
井
白
石
旧
蔵
の

絵
巻
を
そ
の
嫡
孫
で
あ
る
邦
孝（

２
）に
借
り
受
け
、
安
藤
定
凞
が
書
写
し
た
と
す
る
。

　
［
奥
書
・
識
語
４
］
が
山
内
本
の
奥
書
と
な
る
。「
安
永
四
年
乙
未
年
七
月
十
三
日　

土
州
所
士
小
谷
左
近
助
橘
守
本
書
」
と
あ
り
、伊
勢
本
が
写
さ
れ
た
翌
年
（
一
七
七
五

年
）
に
土
佐
藩
士
の
小
谷
守
本
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
小
谷
守
本
は
伊
勢
貞
丈

の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
り（

３
）、［
奥
書
・
識
語
３
］
か
ら
続
く
、
山
内
本

の
伝
来
に
不
審
は
な
い
。
ま
た
、
当
絵
巻
は
土
佐
藩
主
の
山
内
家
に
伝
わ
る
も
の
で

あ
り
、
小
谷
守
本
（
も
し
く
は
小
谷
家
）
か
ら
山
内
家
へ
渡
っ
て
い
た
と
し
て
も
不

思
議
は
な
い
。
こ
の
奥
書
か
ら
山
内
本
の
来
歴
が
は
っ
き
り
と
し
、
山
内
家
へ
『
後

三
年
合
戦
絵
巻
』
が
伝
来
す
る
物
語
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
詳
し
く
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）、
小
谷
守
本
は

『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
と
運
命
的
な
出
会
い
を
す
る
。「
田
沼
殿
の
老
臣
深
谷
」
は
、

田
沼
意
次
の
家
臣
、
深
谷
市
郎
右
衞
門
で
あ
ろ
う（

４
）。『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
披
見

し
た
小
谷
は
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
惚
れ
込
む
も
の
の
、
そ
の
長
大
さ
に
書
写
を
断
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念
す
る
。
そ
の
後
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）、
師
で
あ
る
伊
勢
貞
丈
の
も
と
で
『
後

三
年
合
戦
絵
巻
』
と
再
会
を
果
た
す
。［
奥
書
・
識
語
３
］
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
本
の

書
写
時
期
と
重
な
る
。
こ
こ
で
も
伊
勢
本
の
書
写
を
試
み
る
も
、
絵
画
を
詳
細
に
模

写
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
安
藤
吉
次
郎
定
凞
」
に
頼
み
込
み
、
書
写
を

行
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
安
藤
吉
次
郎
定
凞
」
で
あ
る
が
、
伊
勢
本
の
書
写
者
で
あ
る
「
安

藤
定
凞
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
絵
師
と
し
て
名
高
い
司
馬
江
漢
で
あ

ろ
う
か
。
江
漢
は
通
称
を
「
安
藤
吉
次
郎
」
と
し
た（

５
）。
伊
勢
本
の
書
写
当
時
（
安
永

三
年
）、
江
漢
は
二
十
八
歳
、
す
で
に
司
馬
江
漢
と
名
乗
り
始
め
て
お
り（

６
）、
平
賀
源

内
と
親
交
を
深
め
、
漢
画
家
と
し
て
名
声
を
広
め
て
い
た
時
期
で
あ
る（

７
）。
も
し
書
写

が
江
漢
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
江
漢
が
絵
巻
の
模
写
を
手
が
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
大
変
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
安
藤
吉
次
郎
定
凞
」
と
記
さ

れ
る
の
か
、「
定
凞
」
の
名
前
が
文
献
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
謎
も
多
く
、
司

馬
江
漢
と
認
め
る
に
は
決
定
打
に
乏
し
い
。
た
だ
、
当
時
こ
れ
だ
け
の
絵
巻
を
模
写

で
き
る
人
物
と
し
て
、
書
写
が
江
漢
で
あ
る
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
美
術
史
な
ど
学
際
的
な
分
析
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

　

小
谷
守
本
の
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
に
対
す
る
情
熱
は
、
師
の
伊
勢
貞
丈
に
も
伝

わ
る
。
そ
の
姿
勢
が
褒
め
称
え
ら
れ
、「
三
の
巻
の
詞
、
箱
の
銘
ま
で
、
さ
さ
や
か

に
書
き
写
し
て
下
さ
れ
ぬ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
山
内
本
の
詞
書
は
伊
勢
貞
丈
の
手

に
よ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
（
上
・
中
・
下
巻
の
書
写
は
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
）。「
箱
の
銘
」
に
つ
い
て
、
箱
書
に
、「
天
保
八
年
丁
酉
三
月
五
日
出
来
」

と
あ
り
、
現
存
の
箱
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
谷
守
本
が
伊
勢
貞
丈
の
も
と
で
絵
巻
を
作
成
し
た
折
に
は
、
別
の
箱
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
現
存
の
箱
は
小
谷
守
本
死
後
の
も
の
で
あ
り
、
も
し
く
は
こ
の
あ
た

り
で
山
内
家
へ
寄
贈
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

　

奥
書
か
ら
、『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
手
に
で
き
た
こ
と
、師
御
自
ら
作
成
に
関
わ
っ

て
く
れ
た
こ
と
、
小
谷
守
本
の
感
動
が
あ
ふ
れ
伝
わ
っ
て
く
る
。
奥
書
の
信
憑
性
に

つ
い
て
、
当
絵
巻
が
山
内
家
伝
来
で
あ
る
こ
と
、
小
谷
守
本
が
伊
勢
貞
丈
の
弟
子
で

あ
る
こ
と
か
ら
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
正
確
を
期
す
た
め
に
も
、
伊

勢
貞
丈
の
筆
跡
と
の
綿
密
な
比
較
分
析
が
急
が
れ
る
。

　
［
奥
書
・
識
語
５
］
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
小
谷
守
本
が
奥
書
の
後
に

書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
次
は
、
制
作
し
た
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
か

ら
四
十
四
年
経
っ
た
と
い
う
内
容
と
も
符
合
す
る
。
師
が
詞
書
を
書
き
写
し
て
く
れ

た
大
切
な
絵
巻
で
あ
る
が
、
時
を
経
る
ご
と
に
装
丁
が
崩
れ
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ

て
い
る
。
後
に
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
に
表
装
も
し
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
実
際
に
中
巻
・
下
巻
に
は
痛
み
が
あ
り
、
下
巻
は
と
く
に
激
し
い
。［
奥
書
・

識
語
５
］
の
書
き
入
れ
と
、
紙
と
紙
と
を
つ
な
ぐ
糊
が
剥
が
れ
、
分
断
さ
れ
て
い
る

絵
巻
の
現
状
を
鑑
み
る
と
、
い
か
に
こ
の
絵
巻
が
土
佐
に
お
い
て
読
ま
れ
た
の
か
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

装
丁
が
崩
れ
た
た
め
箱
を
新
調
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
先
に
も
指
摘

し
た
と
お
り
、
現
存
の
箱
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
安
永
四
年
（
一
七
七
五
、
箱
書
が
伊
勢
貞
丈
）、
表
装
し

直
さ
れ
た
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
現
存
の
天
保
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
箱
が
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
大
切
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
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そ
の
後
の
当
主
か
ら
羽
織
が
贈
ら
れ
た
こ
と
も
含
め
て
、
こ
の
書
き
入
れ
は
少
し
解

釈
に
難
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
「
油
小
路
少
将
隆
道
朝
臣
」
に
よ
っ
て
外
題
が
記
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ

る
。
こ
の
時
点
で
表
装
が
し
直
さ
れ
、
現
存
の
外
題
が
記
さ
れ
た
と
解
す
る
べ
き
だ

ろ
う
か（

８
）。
こ
の
二
年
後
、
小
谷
守
本
は
死
去
し
て
い
る
。

　
　
　

三
、
国
会
本
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
こ
ま
で
奥
書
を
手
が
か
り
に
山
内
本
の
伝
来
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
実
は
山
内

本
の
［
奥
書
・
識
語
３
］
と
同
様
の
奥
書
を
持
つ
絵
巻
が
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
国
会
本
）。
た
だ
し
、
国
会
本
に
は
、
本
奥
書
で
あ
る
［
奥
書
・

識
語
１
］〈
中
巻
〉「
詞　

左
少
将　

保
脩
」
が
な
い（

９
）。
そ
し
て
、［
奥
書
・
識
語
３
］

の
直
前
に
朱
筆
で
書
き
入
れ
が
あ
る（

（1
（

。
ま
た
直
後
に
も
墨
筆
で
書
き
入
れ
が
あ
る
。

　
　

�

追
記
、
安
永
五
年
丙
申
六
月
、
土
佐
家
の
門
人
住
吉
氏
の
弟
子
、
板
谷
〈
朱
書

書
入
＝
後
住
吉
〉
慶
舟
広
矩
か
本
を
借
り
得
て
、
此
本
に
／
校
合
せ
り
。
其
本

は
住
吉
が
惟
久
の
真
跡
を
伝
写
し
て
、
お
ほ
や
け
に
奉
り
し
時
、
私
に
一
本
を

写
し
と
ど
め
置
／
け
る
を
、
板
谷
が
伝
写
し
た
る
本
也
。
今
そ
の
板
谷
が
本
を

以
て
、
我
此
本
に
校
合
す
る
に
、
墨
か
き
の
地
と
り
又
珍
し
き
／
鎧
威
毛
な
ど

の
色
と
り
な
ど
は
同
じ
で
、
其
外
の
彩
色
は
異
な
る
所
あ
り
。
い
か
な
れ
は
か

く
違
ひ
て
あ
る
ぞ
と
考
る
／
に
、
惟
久
が
彩
本
を
後
に
土
佐
光
信
が
伝
写
し
た

る
本
世
に
あ
り
、
予
が
新
井
氏
よ
り
借
り
写
せ
し
此
本
も
、
又
外
に
／
五
、六

本
見
し
も
、
皆
光
信
が
本
を
伝
写
し
た
る
本
也
。
光
信
が
比
は
墨
書
の
地
取
を

ば
大
切
の
事
に
し
て
彩
色
な
ど
／
有
。
あ
な
が
ち
に
か
ゝ
は
ら
ざ
り
し
に
や
。

今
我
此
本
は
、
光
信
が
本
に
惟
久
が
本
の
い
ろ
と
り
を
加
へ
た
れ
ば
、
何
れ
の

／
本
と
も
か（

マ

マ

）

た
は
か
ぬ
物
に
な
り
し
な
り
。
こ
れ
を
校
合
す
る
に
改
ら
る
べ
き

を
ば
改
め
つ
、
改
が
た
き
を
ば
、
そ
の
ま
ゝ
に
／
さ
し
置
き
ぬ
。
後
日
別
に
惟

久
が
真
本
を
写
べ
し
と
思
ふ
の
み
。
平
貞
丈
記

　

国
会
本
が
伊
勢
貞
丈
が
所
蔵
し
た
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
（
伊
勢
本

の
書
写
本
で
あ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
）。
た
だ
、
山
内
本
と
関
係
が
近
い
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
書
き
入
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

に
伊
勢
本
が
書
写
さ
れ
、
そ
の
翌
年
（
一
七
七
五
）、
山
内
本
が
書
写
さ
れ
、
さ
ら

に
翌
年
（
一
七
七
六
）、
伊
勢
貞
丈
に
よ
り
、「
板
谷
が
本
」
と
の
校
合
が
な
さ
れ
、

こ
の
書
き
入
れ
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
山
内
本
の
彩
色
は
何
を

も
と
に
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
。

　

装
丁
に
つ
い
て
、
国
会
本
は
『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
と
と
も
に
七
巻
七
軸
の
仕
立

て
に
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
東
博
本
が
三
軸
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
、［
奥
書
・
識
語
３
］に
も
、

「
此
巻
物
、
右
は
五
、六
巻
ば
か
り
も
あ
り
し
成
べ
し
。
今
は
た
だ
此
三
巻
の
み
残
り

伝
れ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
伊
勢
貞
丈
が
絵
巻
の
制
作
を
依
頼
し
、
完
成
し
た
時
点

で
は
、
三
軸
の
装
丁
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
山
内
本
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
と
と
も
に
七
軸
に
仕
立
て
直

さ
れ
た
の
が
、
国
会
本
な
の
で
あ
る
。

　

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
に
は
、
山
内
本
と
と
も
に
山
内
家
伝
来
の
『
前
九

年
合
戦
絵
巻
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
、
二
一
八
）。
国
会
本
の
一
軸
目

に
は
詞
書
が
あ
り
、
山
内
家
伝
来
『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
に
は
詞
書
が
欠
落
し
て
い
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る
な
ど
、
伝
本
の
様
相
が
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
山
内
家
伝
来
『
前
九
年
合
戦
絵

巻
』
と
は
伝
来
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
会
本
は
、『
後
三

年
合
戦
絵
巻
』
の
三
巻
仕
立
て
の
冒
頭
に
あ
た
る
、
二
軸
目
、
四
軸
目
、
六
軸
目
の

右
上
に
「
由
学
館
」（
長
方
形
朱
印
）
の
蔵
書
印
が
あ
る（

（1
（

。『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
に

あ
た
る
一
軸
目
に
は
な
い
。
こ
れ
を
鑑
み
る
と
、
国
会
本
は
伊
勢
本
を
祖
本
と
す
る

写
本
で
あ
り
（
国
会
本
が
伊
勢
本
で
あ
る
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
）、
由
学
館
を
経
て
、『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
と
一
緒
に
な
っ
た
と
き
に
仕
立
て
直

さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　

山
内
本
と
国
会
本
の
上
巻
冒
頭
の
絵
画
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
相
違
が
大
き
く
、

絵
師
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
会
本
に
は
色
指
示
の
注
記
が
あ
る

が
、
山
内
本
に
は
な
く
色
彩
さ
れ
て
い
る
（
必
ず
し
も
国
会
本
の
注
記
通
り
で
は
な

い
）。
そ
し
て
、
国
会
本
に
描
か
れ
る
衣
服
の
紋
様
は
、
山
内
本
に
は
一
部
し
か
描

か
れ
な
い
。
東
博
本
で
は
完
全
に
絵
の
具
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ

て
見
る
と
、
上
巻
三
段
目
、
襖
に
白
鷺
が
描
か
れ
る（

（1
（

。
国
会
本
は
左
の
襖
に
二
羽
描

か
れ
る
の
み
だ
が
、
山
内
本
は
右
側
に
さ
ら
に
五
羽
、
雁
行
で
飛
ぶ
様
子
が
描
か
れ

る
。
ま
た
、
下
巻
冒
頭
の
板
壁
に
描
か
れ
た
紋
に
つ
い
て
は
、
国
会
本
が
白
で
型
だ

け
描
い
て
い
る
が
、
山
内
本
は
紋
様
を
描
い
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
山
内
本
が
図

様
、
紋
様
に
つ
い
て
描
い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
下
巻
四
段
目
の
義
家

の
座
る
小
紋
高
麗
縁
の
置
畳
の
紋
様
は
ま
っ
た
く
同
じ
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
義
家
の
顔
の
描
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
山
内
本
と
国
会
本
は
関
係
性
が
近
い
伝
本
で
あ
り
、
国
会
本
か
ら

は
伊
勢
貞
丈
の
も
と
で
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
が
か
な
り
緻
密
に
研
究
、
分
析
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
く
が
、
山
内
本
も
小
谷
守
本
に
よ

る
研
究
、
注
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

四
、
武
家
の
知
識
と
し
て
の
絵
巻
享
受

　

山
内
本
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
裏
書
に
小
谷
守
本
に
よ
る
注
釈
が
、
朱
筆
で
書

き
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
裏
書
を
ま
と
め
て
み
る
。
改
行
は
追
い
込
み
、

句
読
点
な
ど
を
付
し
た
。

〈
上
巻
・
一
段
〉

　

陸
奥
国
々
に
伝
は
り
し
、
前
九
年
の
時
の
弓
と
い
ひ
伝
し
物
を
見
し
に
、
其
材
は

槻
に
て
、
外
竹
の
み
を
合
せ
し
也
。
さ
ら
に
藤
を
用
ず
。
又
漆
を
も
用
ざ
れ
ど
も
、

そ
の
合
鏠
の
堅
固
な
る
事
、
奇
々
妙
々
の
物
な
り
。
右
、
屋
代
弘
堅

（
マ
マ
）『
麻
々
伎
考
』

に
記
さ
れ
し
所
な
り
。
守
本
云
、
表
に
画
す
る
所
の
弓
、
ぬ
り
ゆ
み
な
ら
ぬ
こ
と
、

年
ご
ろ
不
審
に
思
ひ
し
が
、
右
之
文
を
見
て
明
な
る
事
を
得
た
り
。
鎌
倉
鶴
岡
八
幡

宮
に
在
、
頼
朝
公
の
御
弓
と
い
ふ
も
、
材
は
槻
に
て
外
竹
の
み
也
。
有
徳
院
様
召
よ

せ
ら
れ
て
、
三
輪
仁
兵
衛
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
模
作
ら
せ
ら
れ
し
由
、
其
又
模
す
。
安

永
中
、
伊
勢
家
に
習
学
せ
し
時
、
保
科
殿
当
守
相
、
石
川
伝
左
衛
門
見
せ
た
り
し
を

見
し
事
有
。
其
時
用
る
弓
よ
り
は
、
み
ぢ
か
き
様
に
覚
。
全
体
様
好
上
下
輯
勤
様
殊

勝
の
も
の
な
り
と
ま
を
せ
し
か
ば
、
能
も
見
ら
れ
た
り
。
吉
田
雪
計
村
伝
に
能
合
ら

様
に
覚
ゆ
と
、
伝
左
衛
門
が
語
し
事
ど
も
、
今
此
考
を
み
る
に
、
い
け
て
お
も
ひ
出

せ
し
む
か
し
か
、
昔
は
馬
上
に
て
は
ぬ
り
弓
、
歩
立
に
は
白
木
弓
、
定
法
な
り
。
如

今
時
度
は
、
白
木
の
ゆ
み
、
体
う
れ
ぬ
と
い
ふ
不
自
在
成
る
に
て
は
な
か
り
し
、
今
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も
紀
州
の
弓
人
は
度
有
無
産
別
用
弓
を
打
と
鑓
成
る
な
り
。
古
伝
の
な
せ
し
勝
他
多

る
名
産
な
り
。

〈
上
巻
・
一
段
〉

　

此
弓
の
限
り
は
、
中
の
巻
、
鬼
武
こ
は
う
ち
の
次
に
書
べ
き
を
、
あ
や
ま
り
て
爰

に
記
し
た
り
。
此
表
の
弓
は
、
藤
を
巻
た
る
と
覚
ゆ
。
さ
れ
ど
も
ぬ
り
弓
と
は
不
見
。

丸
木
弓
に
も
藤
を
巻
た
る
。
弓
数
有
よ
し
弘
堅

（
マ
マ
）の
記
置
れ
ぬ
れ
ば
、
白
木
に
藤
を

巻
て
、
此
時
代
に
は
戦
の
道
に
用
ら
れ
し
な
る
べ
し
。
白
木
に
藤
を
巻
く
事
、
な
か

ば
便
利
に
て
よ
ろ
し
き
事
な
り
。
白
木
に
て
は
露
霜
の
凌
な
ら
ぬ
に
よ
り
、
う
る
し

ぬ
り
、
又
藤
を
も
巻
事
に
は
成
た
る
こ
と
で
ぞ
考
ら
る
ゝ
也
。

〈
上
巻
・
二
段
〉

　

表
に
図
す
る
手
負
た
る
兵
、
臑
当
の
こ
う
に
千
鳥
掛
に
い
ろ
ど
り
た
る
は
、
脛
巾

の
う
ら
の
つ
か
り
也
。
古
昔
す
ね
当
る
他
は
な
し
。
其
外
の
臑
あ
て
る
地
を
い
ふ
は
、

は
ご
き
之
す
ね
あ
て
を
綴
付
た
る
也
。
当
る
問
の
為
、
後
世
め
此
せ
し
な
ら
毎
図
に

千
鳥
掛
な
し
。
原
図
に
は
有
し
を
ば
ふ
れ
た
る
也
。

〈
上
巻
・
三
段
〉

　

表
に
図
す
る
所
は
上
土
門
な
り
。

〈
上
巻
・
三
段
〉

　

表
に
図
す
る
所
の
力
葷
へ
鐙
の
掛
様
、今
の
法
と
は
表
裏
也
。
刺サ

ス
ガ鉄
、外
へ
出
た
り
。

力
葷
延
縮
す
る
事
、
不
自
在
な
れ
ば
、
左
右
を
取
違
て
掛
如
。
今
初
し
と
忽
は
る
鐙

の
絵
様
な
ら
で
、
心
を
付
て
見
る
べ
し
。

〈
中
巻
・
一
段
〉

　

表
に
図
す
る
馬
上
の
武
士
、
横
た
へ
指
た
る
は
、
白
木
の
弓
と
見
へ
た
り
。
今
も

奥
州
に
前
九
年
戦
の
時
の
弓
也
と
て
、
古
弓
の
伝
は
り
し
。
材
は
槻
に
て
、
外
竹
斗

を
付
て
、藤
を
も
巻
か
ず
、う
る
し
ぬ
ら
ざ
る
弓
の
有
し
を
屋
代
弘
堅

（
マ
マ
）書
れ
し
事
を
、

此
所
を
あ
や
ま
り
て
、
上
の
巻
に
記
。
其
文
を
見
合
べ
し
。
前
九
年
に
用
ら
れ
し
事
、

う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
巻
の
弓
ぬ
り
、
弓
な
ら
ぬ
事
、
年
ご
ろ
不
審
に
思
ひ
し
に
、

彼
考
に
よ
り
て
出
て
、
明
説
を
得
て
、
よ
ろ
こ
ば
し
く
思
ふ
の
み
。

〈
中
巻
・
二
段
〉

　

表
に
図
す
る
黒
ぶ
ち
の
馬
、
切
付
は
虎
皮
と
見
へ
た
り
。
古
書
に
行
縢
切
付
と
い

ふ
名
あ
り
。
む
か
ば
き
は
必
色
皮
に
て
作
る
事
、
定
法
也
。
さ
れ
ば
色
皮
に
て
作
り

た
る
切
付
を
む
か
ば
き
切
付
と
い
ふ
な
ら
ん
と
思
よ
り
ぬ
る
。
守
本
。

〈
中
巻
・
五
段
〉

　

表
に
図
す
る
馬
の
髪
刈
法
師
な
り
。『
平
家
物
語
』
に
も
出
づ
。
守
本
。

〈
下
巻
・
一
段
〉

　

守
本
云
、
こ
の
図
、
弓
手
に
さ
し
た
□
小
手
を
さ
ゝ
ず
、
肩
上
袖
の
明
よ
り
白
く

見
ゆ
る
。
馬
手
に
小
手
さ
ゝ
ぬ
所
明
也
。
馬
手
に
小
手
さ
し
□
ゆ
へ
な
り
。
ま
た
め

手
の
手
く
い
の
下
袴
□
た
る
形
あ
り
。
是
弓
手
の
袖
を
肩
脇
て
□
み
た
る
図
な
り
。

鎧
着
の
図
に
考
説
を
記
□
。

〈
下
巻
・
一
段
〉

　

表
に
図
す
る
武
者
の
兜
の
て
辺
よ
り
、
黒
き
宝
珠
の
ご
と
き
物
、
何
な
る
歟
。
所

考
な
し
。
一
本
に
、
髪
の
元
取
り
を
打
曲
げ
て
、
出
せ
し
様
に
画
し
本
も
あ
り
。『
平

家
長
門
本
』
に
、
入
善
小
太
郎
と
高（

マ
マ
）階
判
官
と
組
て
組
敷
れ
た
る
時
、
叔
父
別
府
次

郎
落
会
て
、
長
綱
が
兜
の
て
辺
へ
指
を
入
、
元
取
つ
か
み
て
首
を
掻
く
事
有
。『
盛

衰
記
』
小
坪
合
戦
戦
の
条
に
も
、
和
田
小
太
郎
が
ツ
ヾ
キ
ノ
太
郎
が
首
を
取
た
る
条
、
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甲
の
天
辺
に
手
を
入
し
事
見
え
た
り
。
古
の
武
士
な
れ
ば
と
て
、
人
ご
と
に
受
、
限

な
き
兜
を
被
ぶ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
此
図
の
是
珠
は
田
沼
殿
老
臣
、
深
谷
一
郎
右

衞
門
所
蔵
の
本
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
慥
な
る
事
な
し
。
深
谷
氏
の
本
は
取（

マ
マ
）鳥

候
の
御
本

を
拝
借
し
て
、
住
吉
内
記
と
狩
野
栄
川
院
、
両
人
の
筆
力
を
以
模
し
た
り
と
、
明
和

四
年
の
友
軒
有
て
見
し
時
、
在
誰
を
聞
。
此
巻
ま
な
第
二
の
本
也
。

〈
下
巻
・
一
段
〉

　

表
に
図
す
る
武
者
、
左
右
に
籠
手
さ
し
た
り
。
是
よ
り
前
、
土
居
し
て
、
左
の
手

を
後
へ
突
て
、
口
明
た
る
武
者
も
、
左
右
に
こ
手
さ
し
た
り
。
両
籠
手
さ
し
た
る
図
、

巻
中
に
希
也
。
打
物
斗
に
て
弓
を
執
ら
ざ
る
武
士
な
る
べ
し
。
扨
如
此
作
る
籠
手
を
、

今
、
産
こ
て
と
い
ふ
。
う
ぶ
と
は
、
母
の
胎
中
よ
り
生
れ
付
た
る
事
を
い
ふ
。
う
ぶ

髪
頼
也
。
如
此
作
る
小
手
は
、
手
の
拳
動
、
其
身
に
生
れ
付
た
る
ご
と
く
自
在
な
れ

ば
、
後
世
、
し
か
名
付
し
も
の
也
。
上
古
は
た
ゞ
小
手
と
斗
い
ふ
成
べ
し
。
左
右
取

合
着
用
に
手
間
入
る
故
、
後
世
肩
上
る
軒
は
小
し
て
、
早
葉
と
せ
し
な
る
べ
し
。
応

仁
乱
後
、
天
下
大
に
乱
、
世
上
衰
微
し
て
、
物
ご
と
簡
易
に
な
り
て
、
古
礼
を
失
い
、

其
後
、
後
施
後
来
し
て
、
武
具
の
製
、
一
変
し
た
り
。
弓
を
専
ら
に
し
て
戦
ふ
時
は
、

此
小
手
に
あ
し
は
れ
ば
、
用
前
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
試
て
知
る
べ
し
。
脇
楯
後
ろ
の
才

腰
鉄
ば
き
は
、
屮
画
に
う
つ
し
て
、
画
落
し
た
る
也
。
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。

〈
下
巻
・
二
段
〉

　

此
表
に
も
、
両
籠
手
さ
し
た
図
。
両
人
有
り
。

〈
下
巻
・
二
段
〉

　

弓
射
る
に
竹
籠
手
斗
な
る
事
表
の
図
、
明
な
り
。

〈
下
巻
・
三
段
〉

　

此
計
手
の
着
た
る
は
、
鎧
に
あ
ら
ず
。
筒
丸
な
り
。
此
外
に
も
あ
り
。
左
右
に
籠

手
さ
す
。

〈
下
巻
・
三
段
〉

　

千
任
丸
が
下
に
着
た
る
は
机
袴
と
見
。
外
に
も
あ
り
。

〈
下
巻
・
四
段
〉

　

首
を
取
、
い
た
に
赤
札
を
付
る
事
、
古
礼
也
。

〈
下
巻
・
四
段
〉

　

小
頭
よ
り
玉
は
り
物
は
大
掛
な
り
。
今
時
の
肘
腹
は
こ
れ
の
変
じ
た
る
也
。
家
に

半
ひ
ら
き
た
る
図
有
り
。
く
ら
べ
見
る
べ
し
。

〈
下
巻
・
四
段
〉

　

古
軍
礼
説
□
す
る
時
、
扇
を
み
な
開
、
喜
悦
之
様
也
。

〈
下
巻
・
五
段
〉

　

刀
物
、
柄
長
批
折
を
指
。
こ
れ
を
出
丁
と
い
ふ
歟
。

〈
下
巻
・
五
段
〉

　

童
形
上
髪
、『
東
鏡
』
に
も
出
づ
。

〈
下
巻
・
五
段
〉

　

表
に
図
す
る
僕
役
、
太
刀
の
柄
を
指
た
る
は
、
頗
古
風
也
。
現
在
、
将
軍
家
御
存

具
な
ど
、
御
供
の
歴
々
脇
指
、
一
刀
に
て
打
刀
は
僕
に
指
さ
す
る
に
、
此
図
ご
と
く

柄
を
指
也
。
国
々
才
之
内
物
御
家
之
御
刀
指
は
、
柄
を
指
と
聞
。
正
し
く
見
た
る
事

は
な
し
。
扨
御
家
た
ゞ
在
実
を
伝
へ
ら
れ
し
御
家
か
ゞ
な
れ
ば
、
さ
も
有
ぬ
べ
し
。

主
が
聞
、
明
む
べ
し
。
さ
や
を
指
て
、
所
に
よ
り
危
き
事
有
べ
し
。

〈
下
巻
・
五
段
〉
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弓
帒
指
侍
の
役
也
。

〈
下
巻
・
五
段
〉

　

表
、数
機
行
軍
の
さ
ま
也
。
軍
散
じ
て
帰
参
之
所
、む
か
ば
き
は
旅
行
の
具
た
る
事
、

『
和
名
鈔
』
に
出
づ
。
今
時
立
つ
帒
性
府
を
旅
行
に
着
作
る
が
ご
と
し
。

　

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
す
べ
て
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
分
析
す
る
余
裕
は
な
い
。

下
巻
に
付
け
ら
れ
た
注
釈
が
圧
倒
的
に
多
く
、
繰
り
返
し
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
下
巻
の
痛
み
が
激
し
い
こ
と
も
、
こ
こ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

小
谷
守
本
の
熱
意
が
現
状
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
の
裏
書
か
ら
は
、奥
書
の
内
容
を
補
足
す
る
情
報
が
い
く
つ
も
あ
る
。［
奥

書
・
識
語
４
］
で
も
み
ら
れ
た
田
沼
意
次
の
家
臣
、
深
谷
市
郎
右
衞
門
の
所
蔵
し
て

い
た
伝
本
は
、
祖
本
で
あ
る
因
幡
池
田
家
の
所
蔵
本
（
東
博
本
）
で
あ
り
、
住
吉
具

慶
・
狩
野
典
信
と
い
っ
た
当
代
一
流
の
絵
師
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
語

ら
れ
る
。
守
本
と
こ
の
伝
本
の
出
会
い
か
ら
山
内
本
は
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
ま
た
多
く
の
武
家
が
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
求
め
て
い
た
様
子
も
垣
間
見

え
る
。
上
巻
・
二
段
の
「
原
図
」
は
伊
勢
本
で
あ
ろ
う
か
。
下
巻
・
一
段
の
「
一
本
」

が
、
こ
れ
ら
の
絵
巻
と
は
異
な
る
と
す
る
と
、
守
本
自
身
も
伝
本
の
校
合
を
行
っ
て

い
た
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
裏
書
か
ら
守
本
の
故
実
の
学
問
成
果
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
武

家
の
知
識
と
し
て
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
が
い
か
に
重
要
だ
っ
た
の
か
が
わ
か
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
上
巻
・
三
段
「
心
を
付
て
見
る
べ
し
」、
下
巻
・
一
段
「
古
の
武

士
な
れ
ば
と
て
、
人
ご
と
に
受
、
限
な
き
兜
を
被
ぶ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」、「
試
て

知
る
べ
し
」
と
、
武
士
と
し
て
の
在
り
方
、
理
想
像
が
語
ら
れ
る
。
山
内
本
は
、
単

な
る
模
写
絵
巻
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
読
み
、
研
究
さ
れ
、
理
想
像
が
求
め
ら
れ
る
、

そ
う
い
う
絵
巻
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

五
、
お
わ
り
に

　

今
回
は
本
文
、
絵
画
の
分
析
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
小
谷
守
本
も
行
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
綿
密
な
模
写
本
の
校
合
、
絵
巻
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
の
伝
播
や
展
開
を
知
る
上
で
、
山
内

本
は
貴
重
な
伝
本
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）�

楊
暁
捷
「
絵
巻
の
模
写
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
の
か
―
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』

模
写
群
を
手
掛
か
り
に
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
111
号
、二
〇
一
四
年
一
月
）

（
２
）�

三
田
葆
光
『
白
石
先
生
年
譜
』（
白
石
社
、
一
八
八
一
）
に
よ
れ
ば
、
享
保
八

年
（
一
七
二
三
）
に
生
ま
れ
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
死
去
し
て
い
る
。

（
３
）�『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
小
谷
守
本
（
お
た
に
・
も
り
も
と
、

一
七
五
一
―
一
八
二
一
）、
江
戸
時
代
中
期
―
後
期
の
武
士
、
有
職
家
。
宝
暦

元
年
生
ま
れ
。
土
佐
高
知
藩
士
。
江
戸
に
で
て
伊
勢
貞
丈
に
ま
な
ぶ
。
帰
藩

し
て
藩
士
に
故
実
を
お
し
え
る
。
ま
た
流
鏑
馬
や
犬
追
物
を
お
こ
な
い
、
雑

喉
場
に
騎
射
場
を
つ
く
っ
た
。
文
政
四
年
六
月
一
日
死
去
。
七
十
一
歳
。
通
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称
は
左
近
助
。

（
４
）�
寛
政
の
三
奇
人
の
一
人
と
さ
れ
る
高
山
彦
九
郎
の
『
高
山
彦
九
郎
日
記
』
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
月
十
六
日
条
に
、『
論
語
』
に
注
を
施
し
た
人
物
と

み
え
る
（
長
田
偶
得
『
偉
人
日
記
』
成
功
雑
誌
社
、
一
九
一
一
年
）。

（
５
）�

村
岡
典
嗣
「
市
井
の
哲
人
司
馬
江
漢
―
思
想
家
と
し
て
の
司
馬
江
漢
」（
前

田
勉
編
『
新
編
日
本
思
想
史
研
究　

村
岡
典
嗣
論
文
選
』
東
洋
文
庫
、

二
〇
〇
四
年
）、
池
内
了
『
司
馬
江
漢　
「
江
戸
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
型
破

り
人
生
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
八
年
。

（
６
）
注
（
５
）、
池
内
了
著
書
。

（
７
）
芳
賀
徹
・
太
田
理
恵
子
『
江
漢
西
遊
日
記
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
八
六
年
）

（
８
）�

山
内
本
の
外
題
と
本
文
の
手
は
同
筆
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。同
筆
の
場
合
、

伊
勢
貞
丈
に
よ
る
も
の
と
な
る
が
、
こ
こ
で
判
断
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

（
９
）
上
巻
・
下
巻
に
は
あ
る
。
ま
た
、［
奥
書
・
識
語
２
］
も
同
様
に
あ
る
。

（
10
）�

内
容
は
『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
の
成
立
に
関
わ
る
も
の
。
書
き
入
れ
は
、
伊

勢
貞
丈
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
。

　
　

�

追
記
○
吉
記
〈
権
中
納
言
／
経
房
卿
記
〉
承
安
四
年
三
月
十
七
日
甲
辰
ノ
條
云

拾
遺
来
臨
為
メ
ニ
レ　

見
セ二
申
サ
ン
カ

　
　
　

絵
ヲ一
所
招
引
ス
ル
一　

也
件
ノ
絵
ハ
義
家
ノ
／
朝
臣

為　
二
陸
奥
ノ
守
之
時
与
彼
ノ
国
ノ
住
人
武
衡
家
衡
等
合
戦
絵
也
件
事
雖　
二
伝
ヘ

言
ト一
委
ク
不　
レ
記
サ
又
不　
レ
画
カ
ヽ

　

静
／
賢
法
印
先
年
奉ウ
ケ
テ二
院
宣
ヲ一
始
テ
令
ル一

画
カ
ヽ

　

也
彼
ノ
法
印
借　
リ
二

出
シ
御
倉ク
ラ
ヨ
リ
一　

送
ルレ
之
ヲ
為　
メ
レ

消
セ
ン
カ

二　
　

徒
然
ヲ一
歟
此

文
貞
丈
写
之

（
11
）�

登
録
名「
前
九
年
絵
巻
物
」、外
題
に
は「
前
九
年
／
後
三
年
絵
巻
物
」と
あ
る（
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
12
）
豊
後
、
岡
藩
の
藩
校
由
学
館
で
あ
ろ
う
か
。

（
13
）�

東
博
本
は
不
明
瞭
だ
が
、『
日
本
絵
巻
大
成
』
解
説
に
は
、「
雪
の
州
浜
に
白

鷺
が
群
れ
る
」
と
す
る
。

［
付
記
］
本
稿
執
筆
に
際
し
て
の
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
『
後
三
年
合
戦
絵

巻
』
の
閲
覧
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
文
献
調
査
に
伴
い
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
該
調
査
の
成
果
報
告
で
も
あ
る
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
料
の
閲
覧
を
許
可

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
、
ま
た
資
料
の
出
納
な
ど
大

変
に
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
学
芸
員
の
田
井
東
浩
平
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


